
 

 

 

                                  
 

      

子どもたちがのびのびと育つために 

四街道市役所  

子育て支援課長 坂本 紀久 

 

 「こどもまんなか社会」。 

今、国では、異次元の少子化対策なるものを掲げて、子どもたちを国全体で支えていこう！と

いう動きが進み、子育て世代の生活環境の改善や子どもたちを育てる環境、子どもたちの居場所

づくりなど、広く考えていかなければいけない時代となっています。 

私の子ども時代は第２次ベビーブームで、近所には同年代の子どもたちであふれ、近くの公園

に行けば、友達がたくさん集まっていて、様々な遊びをしていました。その頃の四街道は、今以

上に自然豊かで田園風景が広がり、田んぼでザリガニやメダカなどを捕まえたり、川で泳いだり、

泥だらけになりながら友達と毎日遊んで楽しかった記憶が鮮明に残っています。 

その当時は、ネット社会でもなくもちろん携帯電話も何もなく、遊びといったら、外で遊ぶこ

とだったので、現代のように遊びが多様化された社会になるとは思いもしませんでした。 

現代の遊びや情報に溢れている社会のすべてが悪いとは思いません。しかし、ＳＮＳなどを通

じて間違った情報が子どもたちに入り、広がっていく危険性も高く、その結果、友人関係が壊れ

たり、また、友人とのコミュニケーションが希薄になっていると感じたりすることがあります。 

そのような中で、何が正しいのかを判断することが難しく、会話をせずとも人と繋がってしま

うため、どのように人と関わりをもったらよいかもわからない子どもたちも多いのではないでし

ょうか。 

子どもたちに対して、私たち大人がサポートしていくこととしては、子ども一人一人が自己存

在感や充実感を感じられる環境づくりだと思います。 

今思うのですが、私が子どもの頃、子どもにはわからないところで、その当時の大人が、子ど

もが遊びやすい環境などを作ってくれていたのだと改めて感じます。その点においては、今も昔

も変わらず、大人がやらなければならない役目だと思います。 

先日、これからの四街道の子どものための計画を策定するため、四街道をよくするためには、

どうすればよいか？という意見募集を、小学生高学年と中学生に行い、たくさんの意見をいただ

きました。子どもたちもそれぞれの目線で、四街道に対する熱い思いをもっていることがわかり、

大人がしっかりと受け止めなければいけないと再認識しました。いただいた意見は、今後の施策

の有益な参考書として活用させていただきます。 

これからの時代を担っていく子どもたちが、のびのびと健やかに、そして希望にあふれる人生

を過ごしていけるよう「こどもまんなか社会」の実現に、少しでも近づけるよう、子どもたちの

環境づくりに携わってまいりたいと考えておりますので、地域の皆様など多くの方々のご協力を

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

◎ 「一期一会」は、市ホームページにも掲載してあります。青少年育成センターのページからご覧ください。  
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四街道市青少年育成センターだより  

当 セ ン タ ー で は 子 ど も と 保 護 者 の 悩 み 相 談 を 受 け 付 け て い ま す  

四 街 道 市 青 少 年 育 成 セ ン タ ー  (月 )～ (金 )  ９ ： ０ ０ － １ ７ ： ０ ０ 

 相 談 専 用 電 話 0 4 3 - 4 2 3 - 0 0 6 6   フ リ ー ダ イ ヤ ル  0 1 2 0 - 4 2 3 - 0 0 6 

 青少年育成センターへは市役所第二庁舎からも裏側通用口を利用して入ることもできます 

mailto:yseishonen@city.yotsukaido.chiba.jp


 

 
   ～自分のペースで、もうひとつの「居場所」を探してみませんか～ 

  
 四街道市では、さまざまな理由から、学校へ行きたくても行くことができない児童生徒の心

の安定を図るための「心の居場所」として「ルームよつば」を開設し、学校復帰への支援や、

社会的自立への支援を行っています。「ルームよつば」には、長期欠席児童生徒指導員が勤務

しており、学習、遊び、作業、体験活動等をとおして、児童生徒の対人関係の広がりをめざし

ています。 

  

対象児童生徒 

 市内全小中学校の児童生徒のうち、主に欠席日数が３０日以上の児童生徒 

 

活動時間 

 月・水・金曜日 １０：００～１４：３０ 

 火・木曜日   １０：００～１３：３０ 

  （土日、祝日、夏季・冬季・学年末休業等は、原則として閉室します） 

 

場  所 

 四街道市立中央小学校、北校舎１階 

 

一日の流れ（例） 

 10：00～10：30 登校・フリータイム・個別カウンセリング（学習計画の作成） 

 10：30～11：15 学習タイムⅠ 

 11：30～12：15 学習タイムⅡ 

 12：15～12：30 清掃活動 

  12：30～13：00 昼食・読書 

  13：00～13：15 昼休み 

  13：15～13：45 集団活動 

  13：45～14：15 学習タイムⅢ 

  14：15～14：30 一日の振り返り 

  14：30     下校 

    

・相談活動（対面・電話） ・適応支援（絵画、読書、音楽、運動、ゲーム等） 

・学習支援  ・学校との連携  ・体験活動  ・家庭訪問など 

 

問い合わせ 

 四街道市教育委員会 青少年育成センター ０４３－４２１－７８６７ 

            

  今年度から、市内児童生徒の不登校に関する相談は、青少年育成センターが中心となって扱

います。児童生徒に関してご心配な点等ありましたら、まずはご連絡をお願いします。また、

ルームよつばの見学等をご希望の場合にも上記問合せ先にご相談ください。 

 

○６月の相談活動 [４８件]                      〇 ６月の不審者情報                                          

電 話  ２７ 来 所  ２１ 訪問等  ０ 

 

○８月の街頭補導予定（１３回） 

１日(木)Ｄ ２日(金)Ｂ ５日(月)Ｆ ６日(火)Ｃ ７日(水)Ｅ ９日(金)Ｃ 21 日(水)Ｄ 

22 日(木)Ｅ 24 日(土)Ｆ 26 日(月)Ｄ 27 日(火)Ｂ 29 日(木)Ｆ 30 日(金)Ｃ  

A 7:30-8:30 B 10:00-11:00  C 14:30-15:30  D 16:30-17:30  E 17:30-18:30  Ｆ18:30-19:30 

不審者情報はありませんでした。 

もうすぐ夏休みになります。引き続き

積極的な声かけをお願いします。 

 

【火・木曜日（運動の日）】 

 11:15～11:30 清掃活動 

 11:30～12:00 昼食 

 12:10～12:55 運動（体育館） 

 13:00～13:15 昼休み 

 13:15～13:30 一日の振り返り 

 13:30     下校 


